
人口と世帯（平成26年3月1日現在）1,676世帯（-1）男2,384人（-5）女2,541人（-1）計4,925人（-6）
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入賞おめでとうございます

おしらせ（各課からのおしらせ 他） 14 ～18

　２月２日（日）～５日（水）の４日間で行われ

た第５１回全国中学校スキー大会にて、クロスカ

ントリーリレー競技で入賞した３名と千明村長、

小野片品中学校長。

　　　　　　　　　　　　詳細は２～３ページ　

　　　　　　　　　　　　　　（撮影：２月５日）
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　２月１４日（金）から降り続いた記録的な大雪により、全国各地で建物倒壊など多くの被害が発生しました。
　片品村は、群馬県唯一の特別豪雪地帯の指定をうけ、社会資本交付金等の有効活用で整備された村有除雪車が 7 台、
その他国道除雪用 6 台の計 13 台が配備され、県内随一の除雪体制が整っています。このことから、沼田市で起こっ
た交通障害を解消するために片品村の除雪隊が応援に駆けつけ、生活路確保等の除雪を行いました。

片品村除雪隊 沼田市へ応援 !!

片品村の除雪車が沼田市の久屋原地域を除雪する様子

３/31( 月 ) です

休日急患診療所（内科・小児科）
診 療 日
診察時間

場 所

日曜、祝祭日
10：00～16：00
（年末年始10:00～15:00）
グリーンベル21（6階）☎（24）1199

今月の
納期は

口 座 振 替 の 方 は 事 前 に 残 高 確 認 を！

国 民 健 康 保 険 税 第 9 期
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▼３月号のおしどり夫婦は都合によりお休みさせていただきます。



02

特　集

広 報 か た し な        H26 . 3

特　集

03 広 報 か た し な        H26 . 3

第51回全国中学校スキー大会
～胸に刻んだ熱き思い 集え 白銀の精鋭たち～

　平成26年2月2日（日）～5日（水）の4日間、第51回全国中学校スキー大会が開催されました。開閉会式
は片品中生徒主体に行われ、１・２年生による合唱や歓迎のあいさつを行いました。選手宣誓は、芝﨑文哉くん、萩
原想さんにより『支えてくれた人に感謝し、全国から集まった精鋭たちと最後まで滑りぬくことを誓います』と力強
く宣言されました。
　アルペン競技をスノーパーク尾瀬戸倉、クロスカントリー競技を尾瀬ほたか高原スポーツパーククロスカントリー
コースで行い約１，０００名の選手たちが熱戦を繰り広げました。
　最終日は、各競技共に吹雪という過酷な条件の中、選手たちの気迫で乗りきり無事競技が終了しました。

式典会場の様子

【片品中学校全中出場者名簿】

氏　　　名
笠原侑実樺
星野　琴音
入澤　華音
佐藤紗矢佳
萩原　愛菜

学年
2年
2年
1年
1年
1年

出場種目
3km　C
3km　C・F
3km　C・F
3km　C
3km　C・F

氏　　　名
芝﨑　文哉
大竹　悠介
千明龍之佑
萩原　　翔
萩原　健輔
桑原　潤也
戸丸　純也
星野　誉貴

学年
3年
2年
2年
2年
2年
1年
1年
1年

出場種目
5km　C・F
5km　C
5km　C・F
5km　C・F
5km　C・F
5km　C・F
5km　C・F
5km　C・F

氏　　　名
佐藤　真子
萩原　 想

学年
3年
2年

出場種目
SL
GS・SL

GS＝ジャイアントスラローム
SL＝スラローム

C＝クラシカル　F＝フリー

女子クロスカントリー競技

男子クロスカントリー競技

女子アルペン競技

男子アルペン競技

氏　　　名
星野　莉玖
片山　健人
萩原　大成
大竹　 澪
星野　塁飛

学年
3年
3年
2年
1年
1年

出場種目
SL
GS・SL
GS・SL
GS・SL
SL

クロスカントリー競技　入賞 おめでとう！
クラシカル８位入賞　千明龍之佑くん

千明龍之佑くん・星野　誉貴くん・芝﨑　文哉くん

リレー7位入賞

▼部長　３年　星野　莉玖　　摺　渕
　今回はあっけなく終わってしまったので国体、
インターハイでリベンジします。
▼３年　片山　健人　　越　本
　全国大会という大きな舞台で積極的な滑りを
することができて良かった。
▼３年　佐藤　真子　　鎌　田
　良い結果ではなかったけど、全国という大舞台
を経験できて嬉しかったです。
▼２年　萩原　想　　戸　倉
　今回は両種目あまり良い成績を残すことがで
きなかったので次につなげられるよう努力した
いです。
▼２年　萩原　大成　　戸　倉
　今回の全中は結果は良くなかったですが自分
にとってとてもいい経験になりました。この経験
が今後にいきてくれると思います。
▼１年　大竹　澪　　須賀川
　今回の経験を来年に生かして頑張りたいです。
▼１年　星野　塁飛　　越　本
　自分はこけてしまいましたが、うまい人のすべ
りなど見て学ぶことがたくさんあったので次に
つなげていきたいです。
 

▼部長　３年　芝崎　文哉　　鎌　田
　地元片品での全国大会。地元の声援が力になり
ました。応援ありがとうございました。
▼２年　大竹　悠介　　鎌　田
　全中では自分なりのパフォーマンスができて
よかったです。また悪天候の中大会に携わってい
ただいた役員の皆様には心から感謝しています。
▼２年　千明龍之佑　　東小川
　今年は地元開催ということで、地元の方や片品
中の生徒など、たくさんの方々が応援してくださ

全中に出場して･･･ り、とてもありがたかったです。８位１９位とい
う結果に満足せず、来年に向けて努力していきた
いです。
▼２年　萩原　翔　　戸　倉
　全国レベルの選手と競えてよかったです。たく
さんの人の滑りを見られたので自分の滑りに良
いところを取り込みたいです。
▼２年　萩原　健輔　　戸　倉
　今年は、ぎりぎり半分の順位だったので来年ま
でにもっとトレーニングします。来年の全中では
３０位以内を目標としています。
▼２年　笠原侑実樺　　越　本
　満足のいく結果ではなかったけどとてもいい
経験になった。これを生かして来年もがんばりた
い。
▼２年　星野　琴音　　土　出
　結果はあまり良い方ではありませんでしたが
たくさんの方々に支えられてスキーが滑れるこ
とを実感しました。ありがとうございました。
▼１年　桑原　潤也　　築　地
　来年がんばりたいです。
▼１年　戸丸　純也　　花　咲
　全中の大会をサポートしてくれた人たちに感
謝してこれからもがんばりたいと思いました。
▼１年　星野　誉貴　　花　咲
　クラシカル７０位フリー３２位という結果で
全国トップレベルとの差をはかれた。結果をふま
えて練習にはげみたい。
▼１年　入澤　華音　　越　本
　予選の時よりタイムが縮んだけど悔いが残っ
たので来年がんばりたいです。
▼１年　佐藤紗矢佳　　花　咲
　悔いの残る滑りをしてしまったので来年は悔
いの残らない滑りをしたいと思いました。
▼１年　萩原　愛菜　　土　出
　今年は、順位が半分以下で少し残念だったの
で、来年は半分を上回れるように頑張りたいで
す。

アルペン

クロカン
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第51回全国中学校スキー大会

　第51回全国中学校スキー大会が若き白銀の精鋭たちの熱い闘志により素晴らしい大会となり成功
裏に開催する事ができました。
　大会運営のためにご協力いただきました各スキー場・スキークラブ員・教職員・宿泊施設・そのほ
か係員となった中学生・村民の皆さま大変お疲れ様でした。
　また、来年2月に行われます第70回国民体育大会冬季大会スキー競技会の際もご協力をお願いい
たします。

（全中・国体スキー競技会準備室）

競技係員皆さんの活躍！ 　厳しい気象条件の中、コース整備・計測器配布回収・記録掲示・弁当配布・接待所と様々な係りで
活躍された多くの方々とクロスカントリー競技でスターターを務めた千明村長の様子。

アルペン競技

～胸に刻んだ熱き思い集え 白銀の精鋭たち～

クロスカントリー競技
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　２月１日（土）越本中里広場において、１９回目となる『越本
御神火祭』が開催されました。
　天候に恵まれ、開会セレモニーで点火が行われ、尾瀬太鼓愛
好会の演奏に合わせて神輿渡御 ( みこしとぎょ ) が始まりま
した。
　村内外から神輿団体・愛好会の方やスキー・スノーボーダー、
宿泊をされているお客さんと多くの方が担ぎ手として参加さ
れました。
　お祭りの中頃には豆まきが行われ、会場に集まった方にお菓
子やみかんなどが振る舞われました。
　他にも会場内には、甘酒・尾瀬鍋（地元特産野菜きのこ汁）・
おでん・もつ煮等、たくさんの振る舞いが行われました。
　地元役員・婦人会の皆さん寒い中、大変お疲れ様でした。

　２月８日（土）サエラスキーリゾート尾瀬敷地内で迎え火の
宴が行われました。
　このイベントは、水の神になった日本武尊 (やまとたけるの
みこと )が豊作を祈り、武尊山から田畑に舞い降りた伝説に由
来し、地域の繁栄と平和を祈る地元築地菅沼地区の有志や出身
者によって行われています。
　今年は、振興公社旅行部の企画した、アイスキャンドルと食
の体験交流イベントに高崎経済大学の学生が参加し、イベント
準備から参加してもらいました。
　氷の灯篭は、約３千個用意され、会場中央には灯篭を積み上
げたタワーやアーチが作られ夜空に輝いていました。
　準備に携わった地元の有志の皆さん、寒空の中の作業、大変
お疲れ様でした。

　２月９日（日）笠科神社境内において、鎌田区活性化委員会主
催で初めてとなる『かんなび　水神祭り』が開催されました。
　片品村は、尾瀬・白根・武尊に囲まれた自然豊かな山里で、
利根川水系の源流に位置しています。
　このことから、大自然の神様や湧水群を育んでくれた水神様
への感謝の気持ちと、神様よりいただいた大事な宝物をこれか
ら何代にもわたり大切に守って行く決意をお伝えするために
開催しました。
※「かんなび」とは神様が隠れ住む山や森の神域のことです。
　会場には高さ３ｍほどの大きなかまくらが作られ、役員の
方々の手作りの豆餅・こんにゃく・甘酒などが振る舞われ、子
供からお年寄り、観光客の皆さんに楽しんでいただきました。
　役員の皆さん寒い中、大変お疲れ様でした。

第１９回越本御神火祭

第４回迎え火の宴

かんなび　水神祭り
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小
）

コ
ン
ビ
低
学
年
女
子

　

優　

勝　

梅
澤　

眞
心（
北
小
）

　

準
優
勝　

吉
野　

結
音（
北
小
）

　

第
３
位　

戸
丸　

純
菜（
南
小
）

コ
ン
ビ
男
子
４
年
生　

　

優　

勝　

佐
々
木
怜
恩（
武
小
）

　

準
優
勝　

笠
原　

基
主（
片
小
）

　

第
３
位　

戸
丸
夢
有
人（
南
小
）

コ
ン
ビ
女
子
４
年
生

　

優　

勝　

星
野　

杏
奈（
南
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

怜
実（
南
小
）

コ
ン
ビ
男
子
５
年
生

　

優　

勝　

笠
原　

聡
馬（
片
小
）

　

準
優
勝　

笠
原　

利
基（
片
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

寛
大（
北
小
）

コ
ン
ビ
女
子
５
年
生

　

優　

勝　

萩
原　

羽
麗（
北
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

結
女（
武
小
）

　

第
３
位　

星
野　

鈴
佳（
武
小
）

コ
ン
ビ
男
子
６
年
生

　

優　

勝　

萩
原　

大
貴（
北
小
）

　

準
優
勝　

光
井　

隆
人（
北
小
）

　

第
３
位　

星
野　

秀
翔（
片
小
）

コ
ン
ビ
女
子
６
年
生

　

優　

勝　

大
竹　

珠
李（
片
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

葵　
（
武
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

ゆ
に（
北
小
）

距
離
低
学
年
男
子　

　

優　

勝　

高
橋　

賢
太（
片
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

歩
夢（
片
小
）

　

第
３
位　

小
林　

響　
（
片
小
）

距
離
低
学
年
女
子

　

優　

勝　

鏑
木　

葵　
（
北
小
）

　

準
優
勝　

川
合
菜
々
海（
片
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

雅　
（
北
小
）

距
離
男
子
４
年
生

　

優　

勝　

星
野　

來
樹（
南
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

來
夢（
南
小
）

　

第
３
位　

星
野　

好
誠（
南
小
）

距
離
女
子
４
年
生

　

優　

勝　

萩
原　

成
美（
北
小
）

距
離
男
子
５
年
生

　

優　

勝　

佐
藤　

大
和（
南
小
）

　

準
優
勝　

星　
　

彪
英（
南
小
）

距
離
女
子
５
年
生

　

優　

勝　

桑
原　

静
那（
片
小
）

　

準
優
勝　

萩
原　

楓　
（
北
小
）

　

第
３
位　

村
上
な
の
花（
北
小
）

距
離
男
子
６
年
生

　

優　

勝　

鏑
木　

光　
（
北
小
）

　

準
優
勝　

萩
原　

大
智（
北
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

悠
己（
北
小
）

距
離
女
子
６
年
生

　

優　

勝　

星
野　

陽
奈（
片
小
）

　

準
優
勝　

笠
原　

初
菜（
片
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

彩
絵（
北
小
）

以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
会
場
の
武
尊
牧
場
ス
キ
ー

場
様
、丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
様
、両

競
技
会
場
の
関
係
役
員
の
皆
様
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

文
化
財
を
災
害
か
ら
守
れ
!!

　

１
月
24
日
（
金
）
花
咲
に
あ
る

村
の
指
定
重
要
文
化
財
の
武
尊
神

社
に
お
い
て
、
東
消
防
署
・
第
３

分
団
及
び
武
尊
神
社
関
係
者
合
同

で
文
化
財
火
災
を
想
定
し
た
「
消

防
訓
練
」
を
文
化
財
防
火
デ
ー
に

合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
近
く
の
住
民
が
神
社
境

内
か
ら
出
火
を
発
生
、
１
１
９
番

通
報
、
周
囲
に
い
た
住
民
が
重
要

物
品
搬
出
・
消
火
器
で
初
期
消
火

を
行
い
、
第
３
分
団
員
が
消
火
栓

か
ら
の
放
水
・
東
消
防
署
の
放
水

と
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
武

尊
神
社
氏
子
の
皆
さ
ん
や
第
３
分

団
員
、
又
見
学
さ
れ
た
南
保
育
所

園
児
の
皆
さ
ん
寒
い
中
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。　
　
　
（
総
務
課
）合同で行われた消火活動の様子
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ソリのりを楽しむ園児の様子

上
尾
市
民
俗
芸
能
公
演
に
参
加

受入式 JRC 旗入場

尾瀬ブランド認定品　商品紹介
「尾瀬ブランド認定品」は、片品村の資源や素材などを活かした優れた商
品です。
このコーナーでは、これらの商品を広く知って頂くため、事業者（５０音順）
ごとに紹介していきます。

星の菜園　TEL：58-3379

尾瀬ブランド委員会事務局（むらづくり観光課）

自家栽培の大白大豆で味噌を作り、
畑で採れたニンニクを使い仕上げ
ました。

　

１
月
26
日(

日)

災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
埼
玉
県

上
尾
市
に
お
い
て
、
市
政
施
行
55

周
年
記
念
上
尾
市
民
俗
芸
能
公
演

が
開
催
さ
れ
、
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
民
俗
芸
能
に
対

す
る
市
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
そ
の
保
存
継
承
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
５
年
に
１
度
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、

県
内
外
で
行
わ
れ
る
演
奏
会
な
ど

自家栽培で作った自作の花豆を、
黒蜜を使った甘露煮にしました。

ニンニク味噌

120ｇ 400円

花豆の甘露煮

180ｇ 450円

埼
玉
県
川
口
市
の
幼
稚
園
に
片
品
の
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
月
27
日（
木
）首
都
圏
の
子
ど

も
達
に
、
雪
遊
び
の
楽
し
さ
を
体

演奏する尾瀬太鼓愛好会の様子

験
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
、
ス

キ
ー
場
連
絡
協
議
会
と
観
光
協
会

の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
川
口
市
の
ふ
じ
み
幼
稚

園
に
運
ば
れ
た
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１

台
分
の
雪
を
見
た
約
３
０
０
名
の

園
児
か
ら
は
、
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
、
順
番
に
そ
り
乗
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、ゆ
る
き
ゃ
ら「
と
く
ま
く

ん
」「
ロ
ッ
ク
ン
」「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
」
も
参
加
し
イ
ベ
ン
ト
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

に
も
参
加
し
、
片
品
村
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
48
回
冬
季
交
歓
会

　

第
48
回
冬
季
交
歓
会
が
、
１
月

22
日
・
23
日
・
24
日
の
３
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
予
定
通
り
午
後
１

時
頃
、
明
神
小
学
校
の
児
童
53
名

と
教
職
員
な
ど
関
係
者
24
名
を
乗

せ
た
バ
ス
が
文
化
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
片
品
連

合
小
学
校
の
児
童
41
名
を
は
じ

め
、
片
品
小
学
校
の
１
年
生
か
ら

５
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
、
保

護
者
、
村
民
の
方
々
が
小
旗
や
手

を
振
っ
て
明
神
小
学
校
の
方
々
を

出
迎
え
、歓
迎
し
ま
し
た
。

 　

夏
の
交
歓
会
以
来
、
半
年
ぶ
り

に
再
会
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
最

初
は
、
お
互
い
に
少
し
照
れ
く
さ

そ
う
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
数
年
来

の
親
友
の
よ
う
に
旧
交
を
温
め
て

い
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て

受
入
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。進
行

は
、星
野
真
彩
さ
ん
、佐
藤
千
紘
さ

ん
、
宮
田
知
幸
君（
南
小
）が
担
当

し
ま
し
た
。坂
本
梨
菜
さ
ん（
明
神

小
）
と
林
右
京
君
（
片
小
）
が
持
つ

Ｊ
Ｒ
Ｃ
旗
の
入
場
で
始
ま
り
、「
空

は
世
界
へ
」の
斉
唱
の
あ
と
、佐
々

木
紗
良
さ
ん（
武
小
）と
村
井
幸
さ

ん（
明
神
小
）が
児
童
代
表
と
し
て

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
尾
瀬

太
鼓
愛
好
会
の
方
々
に
力
強
い
演

奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
後
、各
校
に
移
動
し
て
歓

迎
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
向
か
い
、

友
情
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
村
内
の
４
つ
の
ス

キ
ー
場
（
か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー

場
、ス
ノ
ー
パ
ー
ク
尾
瀬
戸
倉
、武

尊
牧
場
ス
キ
ー
場
、ス
ノ
ー
パ
ル
・

オ
グ
ナ
ほ
た
か
）
で
各
校
ご
と
に

ス
キ
ー
交
流
が
行
わ
れ
、
冬
晴
れ

の
下
、
各
ス
キ
ー
場
に
歓
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。明
神
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
は
く
ス

キ
ー
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
時
間
の

経
過
と
と
も
に
み
る
み
る
ス
キ
ー

が
上
達
し
、
終
わ
る
頃
に
は
、

「
も
っ
と
滑
り
た
い
。」「
も
う
一
日

あ
る
と
い
い
な
。」と
の
声
ま
で
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ス
キ
ー
練
習
だ
け

で
な
く
、
餅
つ
き
や
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
同
乗
体
験
、
そ
り
遊
び
な
ど

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
明
神
の
子
も
片
品
の
子
も

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
宿
家

庭
で
様
々
な
こ
と
が
企
画
さ
れ
た

よ
う
で
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
も
う
お
別
れ
の
日
で

す
。朝
、各
家
庭
か
ら
学
校
や
文
化

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

お
別
れ
式
の
進
行
は
、
佐
藤
千

紘
さ
ん
、星
野
真
彩
さ
ん
、宮
田
知

幸
君
（
南
小
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

星
野
真
彩
さ
ん（
南
小
）と
国
吉
伸

悟
君（
明
神
小
）の
代
表
児
童
の
言

葉
、
長
谷
部
裕
大
君（
明
神
小
）と

林
右
京
君（
片
小
）が
持
つ
Ｊ
Ｒ
Ｃ

旗
の
退
場
に
続
い
て
、「
今
日
の
日

は　

さ
よ
う
な
ら
」
を
斉
唱
し
ま

し
た
。

　

退
場
の
時
に
は
、
文
化
セ
ン

タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
出
口
か
ら
玄
関

ま
で
、
片
品
連
合
小
の
保
護
者
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
教
職
員
が
ア
ー
チ

を
作
り
、
明
神
・
片
品
の
子
ど
も

た
ち
、
明
神
小
の
保
護
者
・
教
職

員
の
皆
さ
ん
を
お
見
送
り
し
ま
し

た
。

　

互
い
に
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
あ

ち
こ
ち
か
ら
見
ら
れ
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
は
、
バ
ス
が
出
発
し
て

か
ら
も
い
つ
ま
で
も
手
を
振
り
な

が
ら
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
片
品

村
、
片
品
村
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
み

な
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片
品
連
合
小
学
校
事
務
局

片
品
南
小
学
校

楽しかったスキー交流

名残を惜しむ児童・関係者
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か
た
し
な
の
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
交
流
会
を
開
催

村立小学校統合だよりvol.７

　いよいよ片品小学校と片品北小学校が統合となります。片品北小学校は長年の歴史に幕を閉じます。
　なお、統合後通学にはスクールバスが運行されます。乗車場所など確認をしておいてください。

片品小学校スクールバス運行について

　広報１月号でお知らせしたとおりですが平成２６年度から２年間、４月７日の始業式からスクールバスを運
行いたします。
１．バスは運行する際には「○号車」及び「スクールバス」表示をして６路線を朝１便、学校からの帰りを２便運
　 行いたします。

２．地区別運行路線

３． 運行上のお願い等
①児童は学校から決められた場所で乗車します。
②バスは、学校の始業時間に合わせて始発を朝７時３０分頃発車します。
　帰りは１５時過ぎから終点を１７時前くらいには、１便、２便が時間差で到着予定です。
③バスは、ワンマン方式で決められた時間内に安全運行をします。
④バスは、原則、バックはしない、坂道はさけるなど運行中は前進走行に努めます。
⑤地域の皆様には児童の安全な通学のため、バスの乗り降りや道路横断等交通安全及び乗車場所等の確保につ
　いても格別なるご支援、ご協力をお願いします。

号車

１号車

２号車

３号車

４号車

５号車

６号車

戸倉サブセンター入口～小学校

上小川みどり屋付近→穴沢橋しも→中井尾瀬観光タクシー前→下小川山吹荘前付近→室石橋付近→利根信前→小学校

下平バス停付近→築地住民センター前→唐沢口→菅沼バス停付近→小学校

立沢橋しも→御座入住民センター前→須賀川みざのり橋寄り→小学校

片中バス転回所付近→役場前→小学校

役場前→太田青少年広場入口付近→細工屋かしや前→上而藍工房前→中里越本旅館付近→小学校

運行経路

　

２
月
20
日
（
木
）
片
品
村
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
か
た

し
な
の
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
教
育
活
動

の
取
組
及
び
成
果
に
つ
い
て
保

護
者
及
び
地
域
住
民
に
広
く
情

報
提
供
し
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
意
見

交
流
を
行
い
参
加
者
の
理
解
と

協
力
を
得
て
教
育
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
校
長
先
生
が
自
校
の

人
権
教
育
活
動
の
取
組
及
び
成

果
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
保
護
者
や
地
域
住

民
及
び
教
育
関
係
者
等
約
50
名

の
参
加
を
頂
き
、
発
表
後
に
は

質
疑
応
答
及
び
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
に
は
助
言
者
の
清

水
和
夫
講
師
（
群
馬
県
教
育
委

員
）
か
ら
、
各
校
の
取
組
に
つ

い
て
の
講
評
や
励
ま
し
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

　

各
校
の
発
表
テ
ー
マ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

「特色ある教育活動」交流会の様子

〇
片
品
小
学
校

　

豊
か
な
心
の
育
成

〇
片
品
北
小
学
校

　

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目

指
し
た
学
校
経
営

〇
片
品
南
小
学
校

　

豊
か
な
心
を
育
て
る

〇
武
尊
根
小
学
校

　

豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
活

動〇
片
品
中
学
校

　

全
教
育
活
動
を
通
し
た
人
権

教
育
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

第
44
回
利
根
郡
子
ど
も
会
・
第
67
回
上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
　
開
催

　

１
月
26
日
（
日
）
に
昭
和
村
公

民
館
で
第
44
回
利
根
郡
子
ど
も
会

上
毛
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
中
学
生
個
人
の
部
で

出
場
し
た
星
野
琴
音
さ
ん
（
第
６

区
子
ど
も
会
）
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
琴
音
さ
ん
は
、
第
42
回
大

会
で
も
小
学
生
高
学
年
個
人
の
部

で
優
勝
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
低

学
年
団
体
の
部
で
も
「
第
１
区
子

ど
も
会
」
が
第
３
位
、
小
学
生
低

学
年
個
人
の
部
で
星
野
哀
夢
さ
ん

（
第
６
区
子
ど
も
会
）、
小
学
生
高

学
年
個
人
の
部
で
萩
原
歩
香
さ
ん

（
第
６
区
子
ど
も
会
）
が
共
に
第

３
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
低
学
年
個
人

第
３
位　

星
野　

哀
夢（
土
出
）

小
学
生
高
学
年
個
人

第
３
位　

萩
原　

歩
香（
土
出
）　

　
　中

学
生
個
人

優
勝　
　

星
野　

琴
音（
土
出
）

小
学
生
低
学
年
団
体

第
３
位　

第
１
区
子
ど
も
会

　
　
　
　

星
野　

歩
夢

       　
　

 

星
野　

功
之
介

　
　
　
　

高
橋　

賢
太

小
学
生
高
学
年
団
体

第
４
位　

第
５
区
子
ど
も
会

　
　
　
　

笠
原　

聡
馬

　
　
　
　

笠
原　

利
基

　
　
　
　

笠
原　

諒
乃

　

出
場
し
た
選
手
、
大
会
運
営
に

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
役
員

の
皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
個
人
の
部
で
優
勝

さ
れ
た
星
野
琴
音
さ
ん
に
つ
い
て

は
２
月
９
日（
日
）に
前
橋
ぐ
ん
ま

武
道
館
で
行
わ
れ
た
第
67
回
上
毛

か
る
た
県
大
会
に
利
根
郡
代
表
と

し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
場
し
、

惜
し
く
も
決
勝
リ
ー
グ
に
は
進
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
豪
選
手
が

揃
う
中
、２
勝
を
勝
ち
取
り
、郡
代

表
と
し
て
立
派
に
競
技
し
て
き
ま

し
た
。　　

　

琴
音
さ
ん
は
小
学
生
時
代
の
出

場
に
続
き
、
２
度
の
県
大
会
を
経

験
し
ま
し
た
。現
在
中
学
２
年
生

で
す
の
で
、
中
学
生
最
後
と
な
る

来
年
も
是
非
出
場
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

早
朝
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の

方
々
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）県大会に出場した星野琴音さん

公式スキー大会記録コーナー　1/24～2/23
1/24 群馬県スキー技術選手権大会（WW尾瀬岩鞍）
①萩原一平　②大竹　凛　⑦星野智弘

1/26 北関東スキー技術選手権大会（WW尾瀬岩鞍）
①萩原一平　⑦大竹　凛　㉕星野智弘

1/27 ～第 49回関東高校スキー大会
（ＡＬ：スノーパーク尾瀬戸倉・ＣＣ：水上高原）　
【アルペン】
女子　回転①　大回転③　横坂直美
男子　回転　⑨入沢佑弥　⑩千明聖耶

【クロスカントリー】
女子５KＣ　 ⑧萩原明日香 ⑨星野誌央里 ⑩田村沙理奈
女子５KＦ　 ⑤星野誌央里 ⑨萩原明日香 ⑩田村沙理奈
女子リレ -　 ①星野誌央里　 萩原明日香　 田村沙理奈
男子１０KＣ ①横坂直樹　 ②萩原涼太　 ③星野結輝
男子１０KＦ ①横坂直樹　 ③萩原涼太　 ⑤星野結輝

2/4 ～第 63回全国高等学校スキー大会（猪苗代）
ｱﾙﾍﾟﾝ女子　回転・大回転　横坂直美　石島瑶子　

男子　回転　千明聖耶　入澤祐弥
ｸﾛｶﾝ 女子　
　5KF・5KC　星野詩央里　萩原明日香　田村紗理奈
ｸﾛｶﾝ 男子
　10KF・10KC　横坂直樹　萩原涼太　10KC 星野結輝

2/21 ～第 69回国民体育大会冬季大会スキー競技会
（山形県蔵王）
ｱﾙﾍﾟﾝ少年女子　横坂直美　

成年女子 B　②湯本浩美
成年男子 A　大竹　凛　B　⑨萩原一平

ｸﾛｶﾝ 少年男子　　横坂直樹　星野結輝　芝崎文哉
成年女子 B　②笠原千裕　
成年男子 A　⑧飯塚　剛　C　笠原　穂

県選抜ﾘﾚｰ　横坂直樹　星野結輝　笠原千裕　飯塚剛

郡大会入賞のみなさん
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
六
年
二
月
俳
句
会

教育委員会　4 月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

　高度成長期、企業で流行した人材教育－人の心をあやつるス
キルは、今なお悪質商会、詐欺の中に残る。邪悪なものが人を
駆り立て、被害者が加害者になる。
　今多コンツェルンの物語「誰か」「名もなき毒」の第三弾。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・体育協会総会
・婦人会総会
・子ども育成会連絡協議会総会　

☆学校関係
・小中学校始業式
・小学校入学式
・中学校入学式
・教職員離退任式
・全国学力学習状況調査

◇片小 
・PTA 本部役員会
・交通安全教室
・授業参観・PTA 総会　等
　北小と統合し、新学期を北小の校舎で迎え
ます。片小と北小の両方の学区の皆様・保護
者の皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い
いたします。

◇南小 
・交通指導
・家庭訪問
・交通安全教室
　新しい年度が始まります。地域の皆さんに
はいろいろお世話になりますが、よろしくお
願いいたします。

◇武尊根小 
・武尊根記録会
・新入生歓迎集会
・交通安全教室

通学路点検・清掃
　新年度のスタートです。本年度も保護者や
地域のみなさまのご支援をいただき魅力ある
教育活動を進めたいと思います。

◇片中       
・入学式
・新入生歓迎会
・自転車点検
・部活動編成
　新年度を迎え、新たな教育活動がスタート
します。地域の皆様、引き続き温かいご理解
とご協力をお願いいたします。

福

祉

教

育

活

動

の

取

組
　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

降
る
雪
に
キ
ャ
ン
ド
ル
煌
め
く
火
の
宴

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

つ
れ
づ
れ
の
毛
糸
あ
そ
び
や
春
を
待
つ

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

せ
き
れ
い
の
水
上
走
る
細
き
脚

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

菰
か
む
り
肩
寄
せ
咲
く
や
寒
牡
丹

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

大
空
に
運
ば
れ
る
雪
摩
訶
不
思
議

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

雪
上
の
華
麗
に
ソ
チ
の
五
輪
か
な

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

桜
花
苑
大
黒
柱
が
松
い
だ
く

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

一
冬
を
耐
え
て
脱
皮
の
犬
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

寒
い
夜
鍋
を
囲
ん
で
春
談
義

　
　
　
　
　

御
座
入　

星
野　

歌
子

百
歳
の
春
眠
し
て
る
赤
子
顔

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

年
明
け
て
滑
ら
ぬ
靴
の
お
年
玉

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

幼
き
が
帰
へ
り
て
媼
の
ひ
ざ
寒
し

宮部みゆき

ペテロの葬列

児童が 2 曲合唱を披露

　

武
尊
根
小
学
校
で
は
、地
域
に

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

桜
花
苑
と
交
流
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
、
学
期
毎

に
年
３
回
、児
童
が
訪
問
し
て
交

流
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
交
流
活

動
は
、
平
成
15
年
度
に
始
ま
り
、

今
年
で
11
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、夏
休
み
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
で
行
わ
れ
る
武
尊
根
ナ

イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
秋
季

大
運
動
会
に
学
校
へ
招
待
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
１
回
の
桜
花
苑

交
流
会
は
、７
月
10
日
に
全
校
児

童
が
訪
問
し
ま
し
た
。内
容
は
、

全
校
合
唱
﹁
勇
気
１
０
０
０
％
﹂

﹁
め
だ
か
の
学
校
﹂
を
児
童
全
員

で
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
各
ク
ラ
ス
の
発
表
で
、

１
・
２
年
生
が﹁
か
え
る
の
合
唱
﹂

﹁
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
﹂
の
合
唱
を
し

ま
し
た
。次
に
４
・
５
・
６
年
生

が
、﹁
茶
つ
み
﹂の
合
奏
と﹁
お
ぼ

ろ
月
夜
﹂の
合
唱
を
発
表
し
ま
し

た
。 武

尊
根
小
学
校
長　

片
山
雅
資

下旬
下旬
下旬

７日（月）
７日（月）午前
７日（月）午後

11 日（金）午後
22 日（火）

 
10 日（木）
18 日（金）
28 日（月）

 
7 日（月）～ 11 日（金）

24 日（木）～ 28 日（月）
21 日（月）

 

 
15 日（火）
16 日（水）
18 日（金）

       
7 日（月）
8 日（火）

15 日（火）
18 日（金）

　

そ
し
て
、最
後
に
お
年
寄
り
と

一
緒
に
歌
お
う
と
い
う
企
画
を

立
て
、﹁
七
夕
さ
ま
﹂を
、
子
ど
も

た
ち
は
、ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
や
鈴

を
持
ち
入
所
者
の
方
全
員
と
合

唱
し
ま
し
た
。以
上
の
よ
う
な
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。子

ど
も
た
ち
も
長
年
続
け
て
き
て

い
る
の
で
、お
年
寄
り
と
自
然
に

接
す
る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も

感
心
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
桜
花
苑
交
流
会

は
、
12
月
13
日
に
、
４
・
５
・
６

年
生
が
、
餅
つ
き
を
し
て
、
つ
い

た
お
餅
を
入
所
者
の
方
と
全
校

児
童
で
、会
食
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、利
根
郡
小
中
学
校
音
楽

祭
で
演
奏
し
た
﹁
仕
事
は
じ
め
﹂

を
合
奏
し
た
り
、﹁
た
き
火
﹂を
合

唱
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
、
２
月
７
日
に
４
・

５
・
６
年
生
が
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、一
年
を
通
じ
て
交

流
を
行
い
、お
年
寄
り
と
温
か
く

接
す
る
こ
と
の
出
来
る
心
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
に
成
長
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、す
ば
ら
し
い
交

流
会
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

交流会で餅つきの様子

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

混
乱
の
日
本
列
島
春
の
雪

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

ま
な
板
で
冬
日
南
瓜
を
調
理
し
て

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

リ
ケ
ジ
ョ
な
る
輝
く
瞳
春
隣

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

法
要
の
御
堂
は
ぬ
く
し
冬
日
入
る

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

河
秋
沙
群
れ
て
漁
る
瀞
の
春

上
毛
ジ
ュ
ニ
ア
俳
壇

　
　

武
尊
根
小
六
年　

星
野　

葵

そ
ば
の
花
雨
の
し
ず
く
を
背
負
っ
て
る

　
　

片
品
南
小
六
年　

佐
藤　

千
紘

虹
が
出
た
夕
立
の
後
の
武
尊
山

　
　

武
尊
根
小
四
年　

佐
々
木
伶
思

小
至
仏
山
道
が
け
わ
し
い
雪
も
あ
る

　
　

片
品
南
小
五
年　

星
野　

桃
子

夕
立
に
び
っ
く
り
し
た
よ
妹
が

　
　

武
尊
根
小
五
年　

星
野　

鈴
佳

か
ね
が
鳴
る
一
番
星
が
見
え
る
頃

Graduation
Hello everyone! How are you doing?
Itʼ s hard to believe that another school year is about to 
finish. It feels like just yesterday that we started this 
school year. Graduation is a beautiful thing. Iʼ m very 
sad that the 3rd year students at the Katashina Jr. High 
will leave. However, Iʼ m also very happy for them, 
because they will continue to grow into amazing people. 
The 6th year students at the elementary schools will 
soon leave finish their elementary life and move into Jr. 
High. I know that I will cry at the graduation ceremony, 
but Iʼ m looking forward to that day. In America, 
graduation often takes place during May, but both are 
bittersweet. Letʼ s do our best till the last day and 
cherish each day. Have a good March!

皆さん、こんにちは。お元気ですか。
もう学年末が来ましたね。今年度が始まったばかりな気がし
ますが、もうすぐ終わりですね。卒業はとても素晴らしいこ
とだと思います。片中の 3 年生が卒業するのは悲しいです。
しかし、3 年生が人生の道に続けることは嬉しいです。小学
校の 6 年生の皆さんが小学校の生活を終わり、中学校に入り
ます。僕は卒業式に絶対泣くことを知っているけど、その日
をとても楽しみにしています。アメリカでは 5 月に生徒が卒
業します。卒業式はどの国でもほろ苦いものです。最後の日
まで、一日を大事にして一所懸命頑張りましょう。楽しい 3
月を！

Jorell Buhay通信

卒業

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊日曜、祝日　　はお休みです
　

図 書 室 カレンダー 4 月
月 火 水 木 金 土日

1 2 3 4 5
76 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30
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住民課からのお知らせ

―学生納付特例制度―
学生は承認を受けると保険料の納付が猶予されます

　日本に住む20歳以上60歳未満の人は、全員が国民年金に加入
しなければなりません。
　20 歳以上の学生も国民年金に加入することになっていますが、
収入が一定額以下の学生については、申請して承認を受けることに
より、学生期間中の保険料の納付が猶予される『学生納付特例制度』
があります。
　この制度は、家族の収入に関係なく、学生本人の所得を基準とし
て審査が行われます。ほとんどの場合、学生本人に所得がないこと
から、大部分の学生はこの制度に該当すると思われます。（一部の学
校はこの制度の対象になりません。）
　保険料の納付猶予を受けている期間中に万が一の事故などで障
害を負った場合には、障害基礎年金を受けることができます。また、
猶予を受けた期間は年金を受けるための資格期間に算入されます
が、老齢基礎年金額には反映されません。満額の老齢基礎年金を受
けるためには、10年以内に保険料を納めること（追納）が必要です。
　学生納付特例制度を申請される方は、役場の国民年金係で手続き
をしてください。申請は毎年必要です。
　なお、既に学生納付特例の申請をされていて、翌年度以降も在学
見込みの方は、毎年３月に日本年金機構から送付されるハガキ形式
の申請書を郵送するだけで手続きができます。
▼問い合わせ先　渋川年金事務所国民年金課
☎０２７９（２２）１６０７

軽自動車税の課税基準日は、４月１日です。
　軽自動車税は乗らないからといってそのま
まにしておくと翌年度も課税され、支払わなく
てはなりません。
　放置したままになっている２輪車や軽自動
車等について、廃車を考えている所有者におい
ては、３月末日が切り替えとなりますので関係
者がおりましたらナンバー返還と合わせて廃
車の手続きを済ませてください。

▼手続き
１、「片品村」ナンバーは役場住民課で廃車手続
　きができます。（万一、ナンバーを紛失した場
　合は、手数料がかかります。）
２、「群馬県」ナンバーの軽自動車は群馬県軽自
　動車検査協会で廃車手続きができるように
　なっています。（参考ですが、おつきあいのあ
　る自動車整備工場及び自動車販売店等が代
　行してくれると思いますので相談してみて
　ください。）

年金だより 軽自動車等の廃車手続は
３月末日までにお願いします

平成26年度国税専門官採用試験要綱
▼受験資格
①昭和５９年４月２日～平成５年４月１日生まれの者
②平成５年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
（１）大学を卒業した者及び平成２７年３月までに大学を卒
業する見込みの者
（２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める
者
▼試験の程度　大学卒業程度
▼申込み方法等
【原則】インターネット申込
　次のアドレスへアクセスして、説明に従い入力
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
○申込期間
平成２６年４月１日（火）午前９時～４月１４日（月）［受信有
効］
【インターネット申込ができない場合】郵送又は持参
○提出先　希望する第１次試験地に対応する国税局又は国
税事務所
○受付期間　平成２６年４月１日（火）・４月２日（水）[消印
有効 ]

▼試験日・場所
○第１次試験　平成２６年６月８日 (日 )
場所：高崎市・さいたま市・新潟市・松本市
○第２次試験　平成２６年７月１５日 ( 火 ) ～７
月２３日（水）のいずれか第一次試験合格通知書で
指定する日時
場所：さいたま市ほか
▼合格者発表日
○第１次試験合格者　
　平成２６年７月１日（火）午前９時
○最終合格者
　平成２６年８月２０日（水）午前９時
▼問い合わせ先
①インターネット申込みに関する問い合わせ先
　人事院人材局試験課
☎０３（３５８１）５３１１　内線２３３２
午前９時３０分～午後５時
①以外は関東信越国税局人事第二課試験係
☎０４８（６００）３１１１　内線２０９７
※土日・祝祭日を除く

▼問い合わせ先　住民課　 ☎（５８）２１１６

保健福祉課からのおしらせ
後期高齢者医療保険 平成２６年度、平成２７年度の保険料率が決まりました
平成２６年度の軽減措置についても、決定となりました。
○ 保険料率

区分
所得割率
均等割額
限度額

平成２６年度、平成２７年度
８．６０％
４３，６００円
５７万円

平成26年度相当保険料額の計算方法
年間保険料額＝均等割額（43,600円）＋所得割額
（（被保険者本人の平成25年中の総所得金額等の合計額－33万円）×8.60％）
軽減に該当する方は、軽減額を引いてください。
４月以降、年度途中に加入する方は、「年間保険料額」÷12月×加入月（100円未満切捨て）で求めた金額が保険料額
となります。

○ 平成２６年度相当保険料額の軽減内容
平成２６年度の軽減割合や該当条件は、次のとおりです。
※被用者保険の被扶養者であった方の保険料については、軽減措置が継続されます。

軽減内容

均等割９割
軽減
均等割８.５割
軽減
均等割５割
軽減
均等割２割
軽減
所得割５割
軽減
被扶養者軽減
(均等割９割軽減 )

軽減該当条件 ( 均等割の軽減は被保険者及び世帯主、被保険者の属する世帯のほか
の被保険者の総所得金額等の合計額で判定 )
「基礎控除額 (３３万円 )以下の世帯で、かつ被保険者全員が年金収入８０万円以下」
の世帯 (その他各種所得がない場合 )
「基礎控除額 (３３万円 )」以下の世帯

「基礎控除額 (３３万円 )＋２４.５万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

「基礎控除額 (３３万円 )＋４５万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

被保険者本人の総所得金額等の合計額－基礎控除額 (３３万円 )が５８万円以下の場合

後期高齢者医療の被保険者資格を得た前日まで、被用者保険（国保、国保組合以外）の
被扶養者であった方　※所得割額は課されません。

70～74歳の被保険者に係る窓口負担見直について
▼見直しの趣旨
７０歳から７４歳の方の窓口負担は、法律上２割となっていますが、特例措置でこれまで１割負担とされていました。
平成２６年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置が見直されることとなりました。
見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることのないよう、平成２６年４月２日以降７０歳の誕生日
を迎える方から段階的に実施されることとなりました。
▼見直し内容
○平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える方
（誕生日が昭和１９年４月２日以降の方）
・７０歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方はその月）の診療から、窓口負担が２割になります。
（例えば、平成２６年４月２日～５月１日に７０歳の誕生日を迎える方は、５月の診療から２割負担になります。）
※　一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。
・なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、７０歳から２割負担となる方は、６９歳までと比べて上
限額が下がります。
○平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方
（誕生日が昭和１９年４月１日までの方）
・平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わりません。
（平成26年３月２日～４月１日に70歳の誕生日を迎える方は、これまでの３割負担から１割負担になります。）
※　一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。
・窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

▼問い合わせ先　保健福祉課　 ☎（５８）２１１５
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お 

し 

ら 

せ

商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

商
工
会
発
行
の
商
品
券
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
内
の
皆
様
に
ご
協

力
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
商
工
会
商
品
券
の
有

効
期
限
を
５
年
間
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
５
年
以
内
の
商
品
券
に

つ
い
て
は
、
加
盟
店
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
間
を
経
過
し
た
商

品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
商

工
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

片
品
村
商
工

会☎（
５
８
）
２
０
７
４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

▼
期
間　

４
月
６
日
〜
15
日

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
事
故
の
な
い
群
馬
は
あ
な
た

の
注
意
か
ら
』

▼ 

運
動
の
重
点

〇
自
転
車
の
安
全
利
用

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

農林建設課からのおしらせ
野生動物への餌付けとなるような行為はやめましょう

　群馬県では、昭和５６年以前に建築され、耐
震基準を満たない建築物が多く、大地震等の発
生に備えて、建築物の耐震化を進めています。
そこで、一層強力に県民の皆様へ周知したいこ
とから、講演会を開催致します。
▼日　時：３月２０日（木）
　　　　　13：30～ 16：00
▼場　所：群馬会館ホール
▼参加費：無料（定員300名 事前申込必要）
▼講演者：防災システム研究所長
　　　　　山村武彦　氏
▼演　題：あなたと家族を守る
　　　　　－建物と心の耐震対策－
▼問い合わせ先
　県建築住宅課企画指導係
　☎０２７（２２６）３７０８

山村武彦氏
【主なプロフィール】
・防災システム研究所所長
・新潟地震でのボランティ
アを契機に防災アドバイ
ザーを志す
・各局ニュース番組に出演

あなたと家族を守る 　２６年度入居募集は４月、７月、１０月、１月の
年４回実施します。今回は４月入居募集のお知ら
せです。
▼所在地・間取り・募集戸数・家賃
　募集案内をご覧ください。
▼入居資格　現在住宅に困窮しており、親族と入
居する予定の人、または単身の高齢者や障害のあ
る人。
※収入制限があります。
※詳しくは募集案内または県住宅供給公社ホー
ムページ http://www.gunma-jkk.or.jp/ をご
覧ください。
▼申込期間　４月１日（火）～１５日（火）
▼入居可能日　平成２６年７月１日（火）
▼申し込み方法　所定の申込用紙を郵送
▼申込用紙・募集案内配布場所
県住宅供給公社（前橋市紅雲町）、県土木事務所、
市役所・町村役場
▼その他　入居者は、公開抽選で選定します。
※一部の住宅（田口、萱野、下新田、鼻高、城山、下
河原、城ノ岡、鳥山、浜町、矢場、成塚、青柳、大島、
本郷、田篠、二軒在家、中島団地）については、随時
申し込みを受け付けます。詳しくはお問い合わせ
ください。
▼問い合わせ先　県住宅供給公社
☎０２７（２２３）５８１１
℻０２７（２２３）９８０８

〇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の

徹
底
等

運
転
者
は
安
全
運
転
を
心
が
け
、

歩
行
者
は
反
射
材
等
目
立
つ
物
を

身
に
つ
け
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
駐
相
談

日
に
つ
い
て

　

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
が
法
務
局
に
常
駐
し

て
人
権
相
談
等
を
受
け
る
常
駐
相

談
日
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し

た
。

　

子
供
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
等
、
人
権
問

題
や
困
り
事
で
悩
ん
で
い
る
方
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
お
近
く
の
法
務
局
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

専
門
の
相
談
員
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
が
、
皆
さ
ん
の
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

　

法
務
局
常
設
相
談
所
へ
お
越
し

相
　
　
　
談

に
な
れ
な
い
方
は
、
電
話
で
も
相

談
等
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
記
の
常
駐
相
談
日
以

外
は
、
法
務
局
職
員
が
相
談
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

▼
相
談
場
所

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

毎
日
（
月
曜
日
の
み
２
名
）

沼
田
支
局　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

８
時
30
分
〜
17
時
15
分　

土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
６
６

身
体
障
害
者
の
皆
様
へ

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
７
日
（
水
）

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

▼
相
談
会
場

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

障
害
が
重
い
等
の
理
由
に
よ
り

会
場
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
在
宅
訪
問
検
査
も
可
能
で
す

の
で
申
し
込
み
の
際
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
内
容

○
障
害
に
関
す
る
整
形
外
科

相
談

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の

補
装
具
、
自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）
給
付

要
否
判
定

▼
持
ち
物

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

☎（
５
８
）
２
１
１
５

花
の
駅
か
る
た
大
会
出
場
者
募
集

▼
日
時　

３
月
29
日
（
土
）

　

午
後
３
時
30
分
〜

▼
場
所　

花
の
駅
・
片
品

▼
出
場
資
格　

小
学
生

▼
種
類　

上
毛
か
る
た

▼
部
門　

３
人
１
組
の
団
体
戦
・

個
人
戦
各　

低
学
年
・
高
学
年

▼
対
戦
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も

し
く
は
リ
ー
グ
戦

▼
賞
品
な
ど　

各
部
門
３
位
ま
で

図
書
カ
ー
ド
、
参
加
賞
あ
り

▼
申
込
締
切　

３
月
21
日
（
金
）

募
　
　
　
集

花
の
駅
・
片
品
「
花
咲
の
湯
」

☎（
２
０
）
７
１
１
１

中
途
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
講
座

中
途
視
覚
障
害
者
の
社
会
復
帰
促

進
を
図
る
た
め
、
助
言
や
訓
練
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象　

在
宅
の
中
途
視
覚
障
害

者▼
受
講
料　

無
料　
　

▼
訓
練
内
容　

点
字
・
歩
行
訓
練
・

パ
ソ
コ
ン
講
習
・
そ
の
他

▼
開
催
日
時

　

平
成
26
年
４
月
17
日
（
木
）
〜

　

平
成
27
年
３
月
５
日
（
木
）
の

間
、
毎
週
１
回
（
原
則
木
曜
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

パ
ソ
コ
ン
講
習
は
原
則
月
・
火
曜

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

な
お
、
12
月
か
ら
２
月
は
月
２

回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

▼
開
催
場
所

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

１
０
１
会
議
室
ほ
か

▼
申
込
方
法

３
月
25
日
ま
で
に
役
場
保
健
福
祉

課
に
申
込
書
を
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課

☎（
５
８
）
２
１
１
５

～建物と心の耐震対策～

　昨今、ツキノワグマの異常出没による人身被害な
ど、人里や集落地における野生動物と人とのあつれき
（農林業被害、衛生問題、人身被害など）が大きな問題
となっています。
　このようなあつれきが生じている背景には様々な
理由が考えられますが、大きな要因の一つとして野生
動物に食べ物を与えたり、意図せずゴミなどを放置す
ることで、野生動物がそれらの食べ物に依存してし
まって餌付け状態になり、その結果人里に出没し被害
が発生していることが考えられます。
　野生動物と人がうまく棲み分け、共存していくため
に、野生動物の生息地やその周辺では、動物を人里に
おびき寄せないように注意を払いましょう。
▼野生動物には餌を与えない！
▼人家・農地で餌となるものを置かない、食べられる
状態にしない！
・人家周辺にゴミを放置しない（改良ゴミ箱の使用
等）。
・農作物は収穫時期に達したら早めに収穫する。
・農地での収穫残渣を放置せず、適切に処分する。

・収穫済みの農作物は、野生動物の手が届かない場所
に管理する。
・農地の周囲等に電気柵等を設置し、野生動物が侵入
しにくくする。
・農地の周囲に柵を設置するときは、柵から野生動物
の手が農作物に届かないようにする。
・お墓のお供え物は持ち帰る。
・田畑の周辺にあるカキやクリなどの実のなる木、サ
ルが移動の際に好んで使う木の枝など、野生動物が食
べたり、利用しているもののうち不要なものを除去す
る。
・田畑の周辺（後背林地や耕作放棄地なども含め）の雑
草、藪などについて、刈り取りを行うことで、田畑の周
辺の見通しをよくする。
▼野生動物の生息地に餌となるものを残さない！
・ハイキングやキャンプやバーベキューなどでは、生
ゴミ等は持ち帰る。
・廃棄農作物等を山などに投棄しない。
▼農作物等を食べているのを見過ごさない！
・発見したらすぐに追い払う（クマのように危険性が
ある場合は除きます）

安全な住まいづくり講演会　開催 県営住宅入居のご案内
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Fresh
Young

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で

す
　
近
年
の
日
本
で
は
、
自
殺
に

よ
り
命
を
落
と
す
方
が
３
万
人

以
上
い
ま
す
。
こ
の
数
は
交
通

事
故
で
亡
く
な
る
方
の
５
倍
以

上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
３

月
は
自
殺
対
策
月
間
と
し
て
、

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
誰
に
で

も
起
こ
り
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
、
こ
こ
ろ
に
負
担

を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？
気
分

が
沈
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
今
ま

で
楽
し
ん
で
い
た
も
の
が
楽
し

め
な
く
な
っ
た
、
急
に
体
重
の

増
減
が
あ
る
な
ど
、
気
に
な
る

変
化
が
あ
る
人
は
、
一
度
専
門

機
関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
表
情
が
暗
い
、
飲
酒
量

が
多
い
、
原
因
が
わ
か
ら
な
い

体
調
不
良
の
訴
え
が
あ
る
等
、

身
の
回
り
に
心
配
な
人
が
い
る

場
合
に
は
、「
大
丈
夫
か
い
？
」

の
声
か
け
や
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
（
村
の

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
巻
末
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
の
た
め
に
は…

　
ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

保 

健 

だ 

よ 

り　

さん中村　空良
なかむら

19歳 （鎌田）

そ　ら

１．何処へお勤めですか 
特別養護老人ホーム 桜花苑

２．趣味は何ですか
音楽鑑賞 　買い物

７．村民の方へメッセージをお願いします
これからも末長くよろしくお願いします！

５．好きな異性のタイプ
優しい人
６．目標があれば教えてください
立派な大人になり、たくさん親孝行したいです。

平成6年3月15日生　（父）学　（母）勝美

４．村内のおすすめスポットは
寄居山公園

３．片品をどう思いますか又、
　　どうしたいですか？
穏やかでとても住みやすい
村だと思います。

「
第
３
回
・
日
光
白
根

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
開
催

　
金
精
峠
（
国
道
１
２
０
号
）
の

開
通
前
に
峠
道
を
自
転
車
で
駈
け

上
る
「
第
３
回
・
日
光
白
根
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
４
月
７
日
（
月
）
ま
で

▼
開
催
日

　
平
成
26
年
４
月
20
日
（
日
）

▼
参
加
料　
４
，
８
０
０
円

（
中
高
生
・
60
歳
以
上
は
４
，
５

０
０
円
）

※

片
品
村
民
は
半
額
に
割
引
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

日
光
白
根
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
実
行
委

員
会
事
務
局
（
オ
ウ
レ
ッ
ト
ト
ラ

ベ
ル
内
）

☎（
５
８
）
４
８
２
４

U
RL 　

http://ozesp.com

　
日
常
生
活
の
中
で
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
り
、
の
ん
び
り
外
を

眺
め
る
、
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に

入
る
等
、
少
し
で
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
困
っ
た
時
や
悩
み
が

あ
る
時
は
、
信
頼
で
き
る
人
に

話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、

こ
こ
ろ
の
負
担
が
軽
く
な
る
は

ず
で
す
。

今
年
も
総
合
健
診
が
始
ま
り
ま

す
　
４
月
16
日
（
水
）
〜
総
合
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
も
例

年
通
り
３
か
所
の
会
場
を
ま
わ

り
ま
す
。

　
健
診
は
病
気
の
早
期
発
見
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
生
活
習

慣
を
見
つ
め
な
お
す
よ
い
機
会

で
す
。

　
３
月
中
旬
以
降
に
受
診
票
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
皆
さ
ん
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
の
健
診
で
再
検

査
と
な
り
、
ま
だ
医
療
機
関
に

受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
自
分

の
身
体
の
た
め
に
必
ず
再
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8 日と短く
　また検出もされませんでしたので表には載せてありませ
　ん。
※放射能測定器は役場農林建設課と花の駅にありますので
　ご予約の上ご利用ください。

学校及び保育所の給食についての
放射性物質測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表してい
きます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

平成２５年度　国保税第７期・固定資産税第４期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
村全体の平均（国保税）

（平成２６年２月１８日現在）

国保税

老後の備えは農業者年金で安心！
農業者なら
誰でもいつでも加入国民年金第
１号被保険者で年間６０日以上
農業に従事する６０歳未満の方
が加入できます。

保険料は自由に選択
月額２万円から６万７千円まで
の間で、千円単位で自由に選べ
ます。

税制上の優遇
納付した保険料は全額、所得税
の社会保険料控除の対象となり
ます。（民間の個人年金の控除額
は上限５万円です。）

少子高齢化時代に強い年金
将来の年金受給に必要な原資を
あらかじめ自分で積み立てる方
式ですので、将来の年金加入者
には影響されません。

８０歳まで保証の終身年金
もし８０歳までに亡くなることが
あっても、８０歳までに受け取れ
るはずの年金を、死亡一時金とし
て遺族の方が受給できます。

担い手には保険料助成
認定農業者など、一定の条件を
満たせば、国からの助成が受け
られます。

加入申し込み、相談はＪＡまたはお近くの
農業委員農業委員会事務局へ・・・

固定資産税 村全体の平均（固定資産税）
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